
令和元年度博物館総合調査の結果から
日本の博物館の運営実態と課題

令和3年1⽉13⽇
⽂化審議会博物館部会報告メモ

（⽇本博物館協会 半⽥昌之）

１ 博物館総合調査の概要

２ 現状における日本の博物館の典型的な姿

３ 経年変化から見える主な傾向

４ 現場が掲げる現状の課題
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１ 博物館総合調査の概要

・全国の博物館を対象とした博物館の管理・運営全般についての総合的

な調査（調査表送付によるアンケート形式で悉皆調査ではない）。

・昭和49(1974)年から実施し、今回で10回目。

・平成9(1997)年以降、現在の形式での調査となり、今回で5回目。

・令和元年度調査

・調査対象：4,178施設

・有効回答：2,314 有効回答率：55.4％

２ 現状における日本の博物館の典型的な姿（中央値、最頻値、平均値から）

・常勤職員数：3⼈（内、学芸員資格保有者数：１名）
常勤の館⻑がいない施設：40.5%

館⻑の職務権限が明確でない施設：45.8%
登録：33.4 % 、相当：28.7 % 、類似：54.5%

学芸員を配置していない施設：16.5%
登録：1.6 % 、相当：4.2 % 、類似：26.3%

・年間⼊館者数 中央値：14,464⼈（最頻値：5,000⼈未満）
・主たる建物の建築年 中央値：1988年（平均値：1979年）
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３ 経年変化から見える主な傾向
「第２章 博物館の変化」から⾒る傾向
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４ 現場が掲げる現状の課題
「第３章 課題」から⾒る現状の課題＝今後検討すべき重点事項
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